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後期スタート 勢いに乗れ！

国体カヌー競技 増川二年連続の“金”
十月に入り、後期がスタートしたばかりの本校に、四国から嬉しいニュースが届けられた。

先月３０日から今月１０日まで、愛媛県で開催された『愛顔（えがお）つなぐえひめ国体』

において、本校カヌー部の増川知保（２－２）が、谷地高の選手とペアを組んで臨んだ、

カヤックペア 200ｍ・同 500ｍの二種目において、全国の並み居る強豪を寄せ付けず、堂々

の優勝を果たしたのである。増川は、昨年のカヤックペア 200ｍでも本校３年生だった姉か

なさんとともに優勝を飾っており、この種目二連覇の偉業を達成したことになる。

増川の優勝を皮切りに、文化部でも好成績が続き、次々と全国大会への出品・出場を決め

るなど、学校は今明るいニュースに溢れている。この勢いに乗って、３年生の希望進路実現、

１・２年生の文武にわたる成績向上につなげていきたいものである。朝日連峰も雪化粧して、

季節は秋から冬へと移っていく。体調をしっかり管理して、元気にがんばろう。

【校内マラソン大会 女子 1 年生が上位を独占】
開校以来続く本校の伝統行事であるマラソン大会が５日に行われ、暑くもなく寒すぎるこ

ともない絶好のコンデションの中、全校生が精一杯の走りを展開した。男子は順当に２年生

が上位を占めたが、女子は１年生が団体で上位４位までを独占する大健闘をみせ、個人でも

大会２連覇を果たした矢野に懸命の走りで食い下がり、上位の２位から６位まですべて１年

生が入賞するという番狂わせを演じた。女子は昨年の記録を大きく上回る生徒が続出して、

レベルが急激に上がり、大会関係者を驚かせた。来年度、矢野のＶ３なるかが注目される。

≪クラス対抗男子≫ ≪クラス対抗女子≫

１ 位 ２年２組 ４ 位 １年３組 １ 位 １年４組 ４ 位 １年５組

２ 位 ２年３組 ５ 位 ２年１組 ２ 位 １年３組 ５ 位 ２年２組

３ 位 ２年５組 ６ 位 １年４組 ３ 位 １年２組 ６ 位 ２年４組

≪男子個人ＢＥＳＴ３≫ ≪女子個人ＢＥＳＴ３≫

１ 位 石井 優馬 （２－１） ３２‘５３“ １ 位 矢野 桜子 （２－５） ２１’４９” Ｖ２

２ 位 國井 太陽 （２－４） ３３‘０１“ ２ 位 武田まなか （１－１） ２２’０９”

３ 位 門脇 卓 （２－２） ３３‘４１“ ３ 位 阿部 茜 （１－２） ２２’３０”
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○祝 県高校美術展賞・総合文化祭賞受賞！
10月 13日（金）から 15日（日）までの三日間、庄内を会場に今年度の高総文祭が開催

され、本校美術部の鈴木英里奈（２－３）が、県高校美術展もかねた同大会において、美

術・工芸部門の最高賞となる「県高校美術展賞」と「総合文化祭賞」を受賞して、来年度

長野県で開催される第 42回全国高等学校総合文化祭への出品が決定した。本校美術部は、

最高賞を含め、5人が入賞を果たすすばらしい活躍を見せてくれた。また書道部も、僅差で

全国出品こそ逃したものの、奥山莉帆（２－３）が「書道部会長賞」を受賞するなど、4 人

が入賞を果たし、本校書道部のレベルの高さをあらためて示す形となった。賞を競うこと

はないものの、華道部の生徒の作品も、鶴岡アートフォーラムで展示され、多くの観客の

目を楽しませてくれた。なお、鈴木･奥山以外の、各部門における入賞者は次の通り。

【美術・工芸部門】《奨励賞》田中小晴（３－１）,加藤亮介（３－１）,遠藤舜斗（２－３）

《審査員推薦》大江りん（３－１）

【書道部門】《優秀賞》笹島美紀（３－２）、峯田沙羅（３－３）、尾形桃香（２－４）

○祝 高総文祭将棋部門・県将棋新人大会Ｖ
第 41回県高総文祭の将棋部門は、主開催日の一週間後となる 21日（土）に、上山明新

館高校を会場に行われ、創部間もない本校将棋愛好会のエース吉田貴如（２－４）が、強敵

を退け男子個人の部で優勝を飾り、来年 1月 25日（木）から三日間静岡県浜松市で開催さ

れる「第 26回全国高等学校文化連盟将棋新人大会」の出場権を獲得した。また女子個人の

部に出場した本間 愛（２－５）が４位、村山結希乃（１－３）が５位に入賞する健闘をみ

せ、吉田とともに、12 月 15・16両日秋田市で開催される「第 18回東北地区高等学校将棋

新人大会」に県代表として出場することが決まった。東北上位を目指してガンバレ！

≪第３９回県高校新聞コンクール≫ 優秀賞受賞(2位)

東北新人カヌースプリント 増川 優勝
10月21･22の両日福島県二本松市で行われた東北高校新人カヌースプリント選手権大会におい

て、増川知保が女子カヤックシングル 500ｍで見事優勝を飾ったのをはじめ、カヤックペア 500ｍ、

カヤックフォア 500ｍでも準優勝を果たすなど女子が大活躍を見せ、女子総合でも東北２位となる

好成績を残した。練習を重ね、めざせ東海インターハイ！なお３位以上は次のとおり。

《準優勝》 女子総合、女子カヤックペア 500ｍ 増川知保（２－２）・五十嵐晴香（２－４）

女子カヤックフォア 500ｍ 増川知保・五十嵐晴香・春日七虹（１－２）・阿部 茜（１－２）

2 年ＭＴ探究中間発表会 半年の成果を発表
24 日（火）、二年次が今年度から総合の時間を利用して取り組んでいる、「メイフラワータイム探究」

の課題研究が、半年でどれだけ進んでいるか、全６４グループ（一部個人）のポスターセッション形式

による「中間発表会」が体育館で行われました。谷地高・鈴木校長先生と寒河江工高の高橋校長先

生を助言者にお迎えし、各グループ精一杯の発表を行いました。最終発表は2月14日に行います。


